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児童相談所の職員の増員を！ 

子どもを虐待から守る地域づくり。 

子どもの笑顔を取り戻すためにできることは？ 

 

地域の声かけで救われる子どもたち 

通勤途中の皆さんに市政への思いを載せた活動ニュー

スを手渡す「おちいし」。（JR福岡工業大学前駅にて） 
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児童虐待という事件が世間に衝撃を与

えている中、1 月 20 日（木）、社会福祉協

議会主催による講演会に参加しました。 

福岡市の「えがお館」所長とスクールソ

ーシャルワーカーのお二人が、それぞれの

立場から福岡市の児童虐待の実態につい

て話されました。 

周りの大人のちょっとした挨拶や声か

け、「虐待死ゼロのまち」カードを見ての

「電話相談窓口」への一本の電話等で、 

多くの親や子どもが救われているという

話がありました。私たち市民一人ひとりの

行動で虐待を防ぐことができるし、孤立し

かけた親や子どもとのつながりを紡いで

いくような、地域力が求められていること

をあらためて考えさせられました。                                                                  
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2000 年の児童虐待防止法制定以降、児童

相談所の重要性はさらに大きくなっていま

す。しかし、休日・夜間を含む 24 時間対応

の要請や、一人のケースワーカーが受け持つ

件数の増加など、早急に職員を増やす必要が

あります。 

また、妊娠や育児に悩む女性や若者が気軽

に相談できる公共の機関の充実も急がれま

す。 

これは政治の仕事です。 

 


